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【取組の対象組織・活動の明確化】

□取組の対象組織・活動

○組織の概要

（１）名称及び代表者

・株式会社宝工業

・代表取締役　吉田直樹

（２）所在地

・本社 高松市檀紙町１３３１番地１２

・資材置場 高松市鬼無町藤井360-1

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 吉田浩美

・連絡担当者 吉田浩美

・TEL 087-814-7755

（４）事業内容

・給排水衛生設備工事、管工事、土木一式工事

（５）事業の規模

・売上高(出来高) 108百万円／2021年度

・工事等の件数 170件

・従業員 8人

・延べ面積

（６）事業年度
・8月～7月

○認証・登録の対象範囲

登録事業所

株式会社宝工業　　本社

事業内容
・給排水衛生設備工事、管工事、土木一式工事

取組期間

・2021年8月～2022年7月

関連事業所

なし

事務所　58.47㎡、倉庫63.17㎡、資材置場1851㎡
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株式会社 宝工業　実施体制図

*事務所

*建設現場

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営へ参加

総務部 工事部　

・環境経営レポートの作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部
門
長

総務部

現場責任者

・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営の実績集計

工事部

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境経営の取り組み結果を代表者に報告

下請等の協力会社 従業員

役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実地に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

代表取締役

吉田直樹

環境管理責任者

吉田浩美
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　　　① 二酸化炭素排出量の削減

　　　③ 水使用量の削減

　　代表取締役社長

吉 田 直 樹

基本理念

株式会社 宝 工 業

行動指針

制定日：2020年9月1日

　　努めます。

　　　環境経営方針は、全ての従業員及び下請けの協力会社様に周知し、

　　　環境経営の継続的改善活動に取り組みます。

環　境　経　営　方　針

     株式会社宝工業は、設備工事業としての事業活動を通じて、

　　地域環境の保全と継承に社員一丸となって貢献し、環境保全に

　　　② 廃棄物排出量の削減及び再資源化率の向上

　　　④ 環境に配慮した工事

１．具体的に次の項目に取り組みます。

２．環境関連法規・条例・規則や当社が約束したことを遵守する
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【環境経営目標】

○中・長期目的・目標

目　　　標
基準年（２０１９年度） ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

二酸化炭素排出量削減 ＊1 kg-CO2 22112.87 21891.74 21670.61 21449.48

・電気使用量削減 kWh 5744 5686.56 5629.12 5571.68

・ガソリン、軽油使用量削減 L 7853.14 7774.61 7696.08 7617.55

廃棄物排出量削減 kg 24690 24443.1 24196.2 23949.3

水使用量削減 m3 65 64.35 63.7 63.05

環境配慮施工の推進　 ＊2 ％ - 100 100 100

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省2020年1月7日公表四国電力調整後排出係数0.528（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．廃棄物を抑制した施工、騒音や振動を低減させる施工

○短期目的・目標

・取組期間　２０２１年　８月　～　２０２２年　７月
・全体

目的 単位 基準年（２０１９年度） 目標

二酸化炭素排出量削減 ＊1 kg-CO2 22112.87 21670.61

・電気使用量削減 kWh 5744 5629.12

・ガソリン、軽油使用量削減 L 7853.14 7696.08

廃棄物排出量削減 kg 24690 24196.2

水使用量削減 m3 65 63.7

環境配慮施工の推進    ＊2 ％ - 100

・事務所
目的 単位 基準年（２０１９年度） 目標

二酸化炭素排出量削減 ＊1 kg-CO2 8781.61 8605.98

・ 電気使用量削減 kWh 5744 5629.12

・ガソリン使用量削減 L 2476.11 2426.59

一般廃棄物排出量削減 kg 40 39.2

水使用量削減 m3 65 63.7

・建設現場
目的 単位 基準年（２０１９年度） 目標

二酸化炭素排出量削減 ＊1 kg-CO2 13331.26 13064.63

・ガソリン、軽油使用量削減 L 5377.03 5269.49

産業廃棄物排出量削減 kg 24650 24157

水使用量削減 m3 0 0

環境配慮施工の推進    ＊2 ％ - 100.0

目的 単位
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【環境経営計画】

○事務所
・取組期間　２０２１年　８月　～　２０２２年　７月

具体的実施項目 実施責任者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③休憩時、不在時の消灯

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

③空気圧の点検

①コピー用紙の裏紙利用

②分別の徹底

①節水シール貼付とポスター掲示

②ストップノズルの取付

○現場
・取組期間　２０２１年　８月　～　２０２２年　７月

具体的実施項目 実施責任者

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

③定期的な保守点検の実施

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

③定期的な保守点検の実施

①マニフェストの徹底管理

②分別の徹底

①廃棄物を抑制した施工の徹底

②騒音や振動を低減させる施工の徹底

③現場及び周辺の環境保全

組織本来の取組 環境配慮施工の推進 工事責任者

二酸化炭素排出量削減

ガソリン使用量削減 工事責任者

軽油使用量削減 工事責任者

廃棄物排出量削減 産業廃棄物削減 工事責任者

廃棄物排出量削減 一般廃棄物削減 総務責任者

水使用量削減 節水 総務責任者

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減 総務責任者

ガソリン使用量削減 総務責任者
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【環境経営目標実績結果と評価】

・取組期間　２０２１年　８月　～　２０２２年　７月
○全体

目的 単位 基準年（2019年度） 目標 実績 評価

二酸化炭素排出量削減＊1 kg-CO2 22112.87 21670.61 30422.63 ×

・電気使用量削減 kWh 5744 5629.12 6889 ×

・ガソリン、軽油使用量削減 L 7853.14 7696.08 11019.56 ×

廃棄物排出量削減 kg 24690 24196.2 69540 ×

水使用量削減 m3 65 63.7 82 ×

環境配慮施工の推進 ＊2 ％ - 100 100 〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省2020年1月7日公表四国電力調整後排出係数0.528（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．廃棄物を抑制した施工、騒音や振動を低減させる施工

○事務所
目的 単位 基準年（2019年度） 目標 実績 評価

二酸化炭素排出量削減 ＊1 kg-CO2 8781.61 8605.98 8285.84 〇

・電気使用量削減 kWh 5744 5629.12 6889 ×

・ガソリン使用量削減 L 2476.11 2426.59 2002.48 〇

一般廃棄物排出量削減 kg 40 39.2 140 ×

水使用量の削減 m3 65 63.7 82.0 ×

○建設現場
目的 単位 基準年（2019年度） 目標 実績 評価

二酸化炭素排出量削減 ＊1 kg-CO2 13331.26 13064.63 22136.79 ×

・ガソリン、軽油使用量削減 L 5377.03 5269.49 9017.08 ×

産業廃棄物排出量削減 kg 24650 24157 69400 ×

水使用量削減 m3 0 0 0 〇

環境配慮施工の推進 ＊2 ％ - 100 100 〇

○コメント(事務所と現場を記述)

市外の工事が増えてガソリン、軽油の削減はできなかった。
電気使用量も削減に繋がらなかった。

削減できなかった。

今年は再考したい。

環境に配慮した施工を常に意識して実施した。組織本来の取組

二酸化炭素排出量削減

廃棄物排出量削減

水使用量削減
夏の草花への水やりにスプリンクラーを設置したため増えてしまった。

処分料の大幅な値上げがあったので値上げ前の駆け込みで排出したため
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【環境経営計画】

(具体的取組内容と月次実施報告)

○事務所
・取組期間　２０２１年　８月　～　２０２２年　７月

具体的実施項目 実施責任者 8,9,10月 11,12,1月 2,3,4月 5,6,7月 評価

①不要な照明を消す 〇 〇 〇 〇 〇

②適正温度の維持 〇 〇 〇 〇 〇

③休憩時、不在時の消灯 〇 〇 〇 〇 〇

①アイドリングストップの徹底 〇 〇 〇 〇 〇

②エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇 〇

③空気圧の点検 〇 〇 〇 〇 〇

①コピー用紙の裏紙利用 〇 〇 〇 〇 〇

②分別の徹底 〇 〇 〇 〇 〇

①節水シール貼付とポスター掲示 〇 〇 〇 〇 〇

②ストップノズルの取付 〇 〇 〇 〇 〇

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 次年度の取組内容

　適正温度の維持に努める

なるべく窓を開けてエアコンの使用時間をおさえた 　引き続きアイドリングストップや

つもりだったが削減には繋がらなかった 　エコドライブを意識してこれからも

　継続して行う

　紙のリサイクル等や 　廃棄物削減に努力する

　分別を意識してできた 　分別を徹底し、リサイクル化に努める

　節水シールの貼付

　節水を意識してできた 　節水は継続して行う

評価に対するコメント

二酸化炭素

廃棄物

水使用量

廃棄物 一般廃棄物削減 総務責任者

水使用量 節水 総務責任者

二酸化炭素

電気使用量削減 総務責任者

ガソリン使用量削減 総務責任者
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【環境経営計画】

(具体的取組内容と月次実施報告)

○現場
・取組期間　２０２１年　８月　～　２０２２年　７月

具体的実施項目 実施責任者 8,９,10月 11,12,1月 2,3,4月 5,6,7月 評価

①アイドリングストップの徹底 〇 〇 〇 〇 〇

②エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇 〇

①アイドリングストップの徹底 〇 〇 〇 〇 〇

②エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇 〇

③定期的な保守点検の実施 〇 〇 〇 〇 〇

①マニフェストの徹底管理 〇 〇 〇 〇 〇

②分別の徹底 〇 〇 〇 〇 〇

①廃棄物を抑制した施工の徹底 〇 〇 〇 〇 〇

②騒音や振動を低減させる施工の徹底 〇 〇 〇 〇 〇

③現場及び周辺の環境保全 〇 〇 〇 〇 〇

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 次年度の取組内容

　アイドリングストップを心掛けてできた 　引き続きアイドリングストップや

　エコドライブを心掛ける

　マニフェストの管理をできた

　分別を意識してできた 　廃棄物削減に努力する

　騒音や振動できるだけおさえた施工を意識できた 　重機の点検をこまめにし、騒音や

　現場及び周辺の環境を乱すことがないように注意した 　振動が低減する施工を実施する

○：計画通り実施 △：一部出来なかった ×：出来ていない

評価に対するコメント

二酸化炭素

廃棄物

　分別を徹底し、リサイクル化に努める

組織本来の
取組

廃棄物 産業廃棄物削減 工事責任者

組織本来の
取組

環境配慮した取り組み 工事責任者

二酸化炭素

ガソリン使用量削減 工事責任者

軽油使用量削減 工事責任者
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環境法規制等のとりまとめと遵守状況
作成者:　吉田浩美

承認者:　吉田直樹

作成日:　2022年7月1日

摘要法令等 適用内容 遵守事項 遵守状況

取組の対象組織・活動 委託先の許可確認

運搬、処分業者との委託契約 委託契約の締結・5年間保存

マニフェストの発行 マニフェスト管理・5年間保存

県知事への年度報告 管理票交付等状況報告書提出

建設リサイク
ル法

再資源利用促進計画書・実施書の作成
発生者への再資源化等完了報告と記録の保存

届出書の提出、規制基準の遵守 遵守

知事(市町村長)への7日前までに届け出

敷地境界線上にて85dB以下

知事(市町村長)への7日前までに届け出

作業敷地境界にて75ｄB以下

家電リサイク
ル法

指定家電の適正な処理 適正処分・領収証 遵守

浄化槽(合併処理浄化槽)設置届出 届出書の提出

浄化槽の維持管理(１１条法定検査・保守点検・清掃) 検査報告書の保管

フロン排出抑
制法

特定製品の修理・廃棄時の適正回収・破壊措置義務
フロン回収登録業者への委託、発注者に
書面説明

遵守

自動車リサイ
クル法

使用済み自動車の再資源化 再資源化等預託金の支払い 遵守

事業者の責務(第5条)

事業活動を行うに当たっては、公害の防止その他
の環境への負荷の低減、又は自然環境の適正な保
全の為に必要な措置を講じなければならない。

事業者の責務(第90条、92条、93条、96条、99条)

エコ運転の励行。廃棄物の減少に努め資源の有効
活用。電気の使用量削減。消費量が少ない電気機
器等の使用及び効率的な使用。環境マネジメント
プログラム展開体制の組織の設置。アイドリング
ストップ。

事業者の責務(第5条）

事業活動によって発生する廃棄物を適正に処理する

　　　該当している法律は遵守しています。過去、3年間外部からの指摘もありません。

評価実施日　2022年7月31日
作成者　吉田　直樹

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

香川県環境基
本条例

第5条の適切な実施

香川県生活環
境の保全に関
する条例

第90条、92条、93条、96条、99条
の適切な実施

高松市環境基
本条例

第5条の適切な実施

産業廃棄物処
理法

騒音規制法 届出書の提出、規制基準の遵守

振動規制法 届出書の提出、規制基準の遵守

浄化槽法

9　ページ



環境経営方針及び実施体制は継続します。

　代表取締役社長

割合が増えているので、少しの削減でも経営努力に繋がるとことをしていきたいです。

社員も少しずつ取り組みを意識できているので継続していきます。

　吉 田 直 樹

2022年9月30日

【10.代表者による全体の評価と見直し及び指示】

エコアクション21の更新の時期が来て、改めて見直すと二酸化炭素排出量を

削減することは非常に難しいと考えさせられます。遠方の仕事量が増えると必然的に

ガソリンや軽油の使用量が増えるので、いかに効率よく車を使うかをもっと考えて

いきたいと思います。電気や水道の使用量もまだまだこまめな行いで削減は

できると思うので、引き続き実施していきます。　材料費や燃料費の高騰で経費の
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